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実施方針 目　標

多職種、多機関とのネットワーク構築
多職種、多機関との顔の見
える関係づくりを強化する

専門職同士の情報共有や連携向上を目的とした勉強
会を開催する

①多職種地域連携会議を毎月１回オンラインで開催
（薬剤師、理学療法士、言語聴覚士、管理栄養士、歯科衛
　生士、看護師、保健師、主任ケアマネ、ケアマネ、社会
　福祉士等）

センターの認知度を高めるための周知
活動

身近な相談窓口として認知
してもらえるよう、積極的
に地域に出向き周知してい
く

第二中学校区地域包括支援センター独自の広報誌を
作成し、地域の病院、薬局、商店などに掲示、また
地域の通いの場や訪問時にチラシとして配布するこ
とでセンターについて周知する

①広報誌の年４回の発行
②講話や定期訪問の際、包括のチラシや広報紙を配布

高齢者虐待防止と成年後見制度の利用
支援

複合的な課題を抱える世帯
が増加している状況に対し
て、多機関を巻き込みなが
ら重層的な支援を行う

市社協、成年後見支援センターと連携し成年後見制
度の普及啓発を行う。また多機関協働事業とも連携
しながらの包括のみでは対応が困難とされる複合的
な課題を抱える世帯への支援をしていく。あらゆる
生活上の課題から虐待が発生しないよう、他の関係
機関とも連携し虐待防止に努める

①成年後見制度についての研修会
②ケース会議

具体的な取り組み
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高齢者を地域で支える体制づくり

地域の通いの場へ積極的に訪問し、顔の見える関係
づくりを進める

①居場所、サロン、しまトレ等の定期訪問を行う
②普及啓発講座の実施や介護予防に関する周知を行う中で
　地域の困りごとを早期発見し、必要な支援につなぐか、
　地域資源の開発をしていく

自治会、町内会、地区社協等の地域組織や民生委員
との連携を行う

①民生委員・児童委員協議会への参加(月１回)
②民生委員事例検討会へ参加(２ヶ月１回：第四地区民協)
③小地域ケア会議の開催(年３回：不定期)
④生活支援をつなぐ会への参加(不定期)

自分らしい生き方や最期を迎えられるよう情報提供
を行い、地域で取り組める機会を作る

①もしもの安心ノートやリビングウィルの周知と活用
②普及啓発講座へテーマを追加する

高齢者が住み慣れた地域で
生活できるよう住民主体の
地域資源を構築していく

地域住民が自分の生き方を
選択し、自分らしい生活を
送れるよう支援する
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認知症施策の推進

認知症の理解を促進し、誰
もが安心して暮らすことの
できる町づくりを整備して
いきます

チームオレンジ「きずな」と共同で認知症カフェの
実施について検討をする

①キャラバンメイト連絡会を開催
②顔合わせ、現状報告、今後の取り組みについて（キャラ
　バンメイト及びチームオレンジ「きずな」）

認知症を正しく理解してもらうために、教育機関や
企業、福祉事業所、地域住民の集いの場などに働き
かけ、認知症サポーター養成講座の案内を行い、サ
ポーター数を増やす

①教育機関や企業、福祉事業所、地域住民の集いの場へチ
　ラシを配布
②認知症サポーター養成講座を実施


